
 

西濃に広がる    

あったかい  

言葉かけ 

いつも友達が言ってくれる言葉です。でも、

何年前よりもその言葉がとても大切で、うれし

いと思いました。理由はコロナウイルスで、い

つかんせんするか分からなくて、学校に次の日

行けるかどうか分からないからです。でも、そ

の「また明日。」を言ってくれると、いつでも会え

る気がしてうれしいです。私は、コロナウイルス

の前までは、そんなあたり前の事は大切じゃな

いと思っているかもしれないけど、そんなふつ

うの言葉でも貴重だと今は感じました。
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いつも朝会うと「おはよー！」と挨拶をしてくれ

ます。挨拶を通して仲良くなれて、本当にうれし

かったし、挨拶っていいなと改めて感じさせられ

ました。一日だけではなく、毎日してくれるあいさ

つをしてくれるので素敵だと思ったし、私もどん

どんクラスの子に挨拶を広めていきたいなと思

いました。毎日、笑顔で元気よく挨拶してくれて

ありがとう！！ 

 

 中学生になって自転車通学で横断歩道

を渡るときに、地域の旗当番の方が「おはよ

う。気を付けていってらっしゃい！」と声をか

けてくださいました。私はこの言葉をかけて

もらってまだ慣れない自転車通学でたくさん

の横断歩道を通るようになり、小学校の時

より危険が増えたので、「気を付けて」という

言葉が深く感じ、しっかり最後まで見届けて

もらって、気持ちが温かくなりました。 

 試合でピッチャーをやっていました。ピンチに

なった時、タイムを取って内野のメンバーがマウ

ンドに集まり、落ち込んでいる僕に「大丈夫や

ぞ」と笑顔で一言。その言葉が心強く、気持ちを

切り替えて、良い結果につながりました。 

 一学期の終わり頃、委員会の仕事を一人でし

ていたら、同じクラスの○○さんが「手伝うよ。」

と言って、手伝ってくれました。私は何も言って

いないのに、進んで手伝ってくれたので、とても

助かりました。また、「手伝おうか？」ではなく、

「手伝うよ。」と言ってくれたところが、生徒会宣

言の“思い合う”を意識しているなと思いました。

私も困っている人がいたら、積極的に声をかけ

られるようにしたいです。 

 

 

 朝、子供の登園バスを待っている間に

目の前を高校生の男の子が自転車で通りま

す。その子は、目が合えば、いつも「おはよう

ございます。」と言ってくれます。こちらも「お

はよう。行ってらっしゃい。」と返します。一瞬

の出来事だけど、小さい子のお手本になる、

温かいあいさつです。 

 


